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発表演題名 砂質最終覆土の水分量変化挙動 

学会名 第 36 回全国都市清掃研究・事例発表会 

発表者名 田中宏和 

開催場所 プラザ ヴェルデ（静岡県沼津市大手町 1-1-4） 

開催日時 平成２７年１月２１日（水） 

発表内容 最終処分場の最終覆土は浸出水処理量削減の観点から透水性が低い土質

が望ましいとされるが、廃棄物層の安定化の観点からは透水性が高い方が

塩類洗い出し効果が期待される。そのため、砂質土を最終覆土に使用して

いる実際の処分場における覆土内部の水分変化挙動を調査した。 

最終覆土に砂質土を使用した場合、最終覆土中の水分量は浅層部では変

動が大きく、深層部では高値で変動しにくいことが分かった。浅層部の変

動は深部への水分移動と蒸発が、深層部の安定は保有水水位の上昇と毛管

現象に伴う水分飽和が原因と考えられた。 

また、地点による土壌水分量の変動挙動に差がみられた。これは廃棄物

層の不均一な透水性によるものであり、水分浸透量が少なく保有水水位が

低い時期においては、透水性が高い埋立廃棄物の上部覆土の水分減少が、

最終覆土内部での水分の移動・再分配よりも早くなることが原因と推察さ

れた。 

さらに、10m 四方のキャッピングで降雨を遮へいしても、保有水水位の

上昇や覆土層内での水分移動・再分配により、キャッピング下部の水分量

がキャッピング部周辺と同程度で維持されることが確認された。この理由

は豊富な浸透水量に伴う保有水水位の上昇と透水性が高い最終覆土内部の

水分分配によると考えられた。 

 


